
　
平成１７年１１月１０日

海洋研究開発機構

漂流した米国の気象・海洋観測ブイの回収に成功
-日米間の海洋観測協力に貢献-

　独立行政法人海洋研究開発機構（理事長 加藤康宏）は、漂流中の米国海洋大気局太平洋
海洋環境研究所（ＮＯＡＡ／ＰＭＥＬ）所有の気象・海洋観測用繋留系（図１ ＫＥＯブ
イ）を、平成１７年１１月１０日に、北緯３１度４６分、東経１４５度０分の海域（図
２、３）で回収しましたのでお知らせいたします。

　日本東方の黒潮続流域周辺では、海洋気候に重要な海面熱フラックス（熱流量）の研究
が海洋研究開発機構とＮＯＡＡ／ＰＭＥＬの協力のもと進められています。ＮＯＡＡ／Ｐ
ＭＥＬでは、昨年６月から風向風速・気温・湿度・放射など海上気象観測と海中での水
温・流向流速観測を行い、取得データを準リアルタイムで世界に配信しています。海洋研
究開発機構でも平成１８年度から同海域における海面熱フラックスの繋留観測を行う計画
です。

　今回、ＮＯＡＡ／ＰＭＥＬの気象・海洋観測用繋留系にトラブルが発生し、１１月７日
頃から漂流を始めました。米国側からの依頼を受け、海洋研究開発機構では黒潮の熱フラ
ックスを観測中の海洋調査船「かいよう」を急遽漂流現場に派遣し、漂流中の繋留系の捜
索と回収を行うこととしました。

　１１月１０日未明から捜索を開始し、海面ブイを発見。同日８時８分に海面ブイを回収
し（北緯３１度４６分、東経１４５度０分）、１０時３１分に海中部のセンサー・ケーブ
ル類の回収を終えました。回収された繋留系は１０００ｍを越える長さでした。繋留系は
１１月下旬に横須賀帰港時に米国側に引き渡す予定です。
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図１　気象・海洋観測用繋留系（ＫＥＯブイ）
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（NOAAホームページより）

図２　回収作業（海洋調査船「かいよう」船上にて撮影）



図３　海域図


